
健康講演会では「学んで防ごう尿失禁」
をテーマに畿央大学理学療法科助教の
梶原由布先生が講演されました。

まつり当日は快晴のもと、多くの方にお越し
いただき盛況となりました。写真：左（模擬
店の賑わい）、下（ちんどん屋の演奏と演技）
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基本理念
［博愛］博愛の精神に基づいて、患者さまや地域の人々にやさしく、親しまれ、信頼される病院を目指します。
［協調］患者さまを中心に協調の精神でチーム医療を行います。
［健康］私たち自身の心と身体の健康に留意し、良い医療・介護・福祉を提供します。

患者さまと地域医療をつなぐ架け橋
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新
年
を
迎
え
て

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か

な
新
春
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と
改
元

さ
れ
、
新
し
い
時
代
の
到
来
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
相
次
ぐ
台
風
、
豪
雨
な

ど
大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

京
都
博
愛
会
病
院
で
は
、
厳
し
い
医

療
情
勢
の
も
と
で
病
床
稼
働
率
の
低
下

に
苦
慮
し
た
1
年
で
し
た
が
、
皆
様
の

ご
尽
力
で
地
域
医
療
に
多
少
と
も
貢
献

で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
す
る
次
第

で
す
。

精
神
科
で
は
、
恒
常
的
な
病
床
稼
働

率
の
低
迷
が
続
い
て
お
り
、
全
国
的
に

み
て
も
精
神
科
医
療
制
度
改
革
と
し
て

入
院
医
療
中
心
か
ら
地
域
生
活
中
心
へ

の
移
行
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
収
支
の

改
善
、
安
定
化
を
め
ざ
し
て
精
神
科
病

棟
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。
当
初
は
混
乱
も
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
人
員
の
適
正
配
置
に
よ
り
医
療

内
容
の
質
を
高
め
、
安
定
し
た
病
床
稼

働
率
を
維
持
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
オ
ー
ダ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
一
層
、
診
療
業
務
の
効

率
化
が
で
き
る
よ
う
に
円
滑
な
運
用
を

心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
２
０
２
５
年
ま
で
に
実
現
を

目
指
し
て
い
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
て
、
当
院
で
も

京
都
府
の
策
定
し
た
「
地
域
医
療
構
想
」

を
踏
ま
え
て
、
引
き
続
き
病
床
の
再
編

や
適
正
配
置
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
建
物
の
耐

震
化
や
施
設
・
設
備
の
整
備
・
改
修
な

ど
と
、
様
々
な
課
題
が
待
ち
受
け
て
い

ま
す
が
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
そ
し
て
人
口
減
少
社
会

に
突
入
し
、
医
療
情
勢
も
め
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
に
根
差

し
た
医
療
・
介
護
・
福
祉
活
動
を
目
指

し
て
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
い
く
所
存

で
す
。
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『第20回はくあい健康まつり』を2019年11月16日に開催しました



看 護 物 語

医療の前線
るのを機に、エクセル・クリエイツ社のForz（フォル
ツ）システムを採用し、医事課、臨床検査科、放射
線科をネットワーク化して患者さんの医療情報を一
括管理することが可能となりました。
　フォルツは、現場の要望に柔軟に対応可能なとこ
ろが魅力のひとつです。冨田病院に最適な、安全で
信頼性の高い医療情報システム、診療支援システム
の構築に向けて進化を続けるため、日 、々スタッフ
間のコミュニケーションを大切にしております。ご期
待ください。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
と
は
脳
血
管
疾
患
や
大
腿
骨
頸
部
骨
折

等
の
病
気
で
急
性
期
を
脱
し
て
も
、
ま
だ
医
学
的
・
社
会
的
・
心
理
的
な
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
な
患
者
様
に
対
し
て
、
多
く
の
専
門
職
種
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
集
中

的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
、
心
身
と
も
に
回
復
し
た
状
態
で
自
宅
や
社
会
に
戻
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
病
棟
で
す
。

当
病
棟
の
特
徴
と
し
て
、
育
児
・
介
護
世
代
で
あ
る
４０
代
を
中
心
と
し
た
ス

タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
自
分
達
が
育
児
・
介
護
の
経
験
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
患
者
様
だ
け
で
な
く
、
突
然
介
護
者
と
な
る
そ
の
家
族
が
抱
く

不
安
や
悩
み
を
理
解
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

看
護
師
と
い
う
立
場
だ
け
で
な
く
、
同
じ
経
験
者
と
し
て
心
を
傾
け
、
家
族

の
生
活
に
も
視
点
を
置
い
た
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
は
４
人
に
１
人
が
７５
歳

以
上
と
い
う
超
高
齢
社
会
が
や
っ
て
き
ま

す
。
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
の
サ
ー
ビ
ス

体
制
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
共
に
、
地
域

社
会
と
の
関
わ
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
気
が
あ
っ
て
も
、
１
人
暮
ら
し
で
あ
っ

て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
病
院
と
地
域

の
架
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
、
職
種
を
越
え

て
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
と
の
架
け
橋
」

京
都
博
愛
会
病
院　

看
護
部　

Ｂ
３
病
棟
主
任　

鈴
木 

貴
尚　

冨田病院　臨床検査科　　井ノ上 ゆき子

画像・検査統合型
データ管理システムを
導入しました

　当院では、昨年10月より、レントゲンなどの画像
検査と血液や尿検査結果を一括管理するネットワー
クシステムを構築することで、診療の質と効率を向上
させる体制が整いましたのでご報告いたします。
　従来、院内で検査科が実施しております検査の結
果は、用紙に印刷して報告していました。報告書の
紛失の可能性、また、患者さんのお名前や診察券
番号は手書きのため書き間違いの可能性がありまし
た。
　今回新しい機器、富士ドライケムNX700を導入す



わが町のホームドクター

　

今
春
、
四
条
へ
買
い
物
に
出
か
け
、
帰
り
道
の
事
、
地
下
鉄
北
大
路

駅
の
長
い
階
段
を
、
人
の
流
れ
に
沿
っ
て
上
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も

は
膝
を
か
ば
い
手
す
り
の
あ
る
両
端
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

時
は
無
意
識
に
階
段
の
中
央
を
登
り
切
っ
て
い
た
の
で
す
。「
関
節
炎

が
治
っ
た
」
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

私
は
現
在
86
歳
、
平
成
25
年
に
、
京
都
ヴ
ィ
ラ
に
入
苑
し
、
年
相
応

の
病
気
と
も
付
き
合
っ
て
い
た
私
は
、
ま
ず
協
力
医
療
機
関
の
博
愛
会

病
院
を
訪
ね
ま
し
た
。
最
初
は
内
科
の
冨
田
哲
也
先
生
の
診
断
を
受
け

「
脂
質
異
常
症
」
の
治
療
、
そ
の
後
「
不
整
脈
」
を
発
症
し
、
冨
田
病

院
で
心
臓
Ｃ
Ｔ
の
検
査
を
受
け
「
脳
梗
塞
に
は
な
り
に
く
い
」
と
の
診

断
結
果
で
、
一
安
心
で
し
た
が
、
不
調
は
続
き
苦
し
み
ま
し
た
。
幸
い

私
に
合
う
薬
に
出
会
い
、
徐
々
に
回
復
し
、
現
在
は
全
く
不
整
脈
が
起

き
ず
、
先
生
の
御
蔭
で
命
拾
い
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
膝
の
不
調
で
整

形
外
科
の
三
島
先
生
、
栗
山
先
生
、
青
山
先
生
を
煩
わ
せ
て
、
6
年
間

に
わ
た
っ
て
治
療
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
三
島
先
生
か
ら
「
80

歳
で
も
歩
け
ば
筋
肉
が
つ
く
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
以
降
、
毎

朝
幡
枝
神
社
、
北
稜
高
校
付
近
を
歩
く
の
を
日
課
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
効
果
が
、
先
日
の
地
下
鉄
階
段
の
中
央
部
を
歩
け
た
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
方
は
じ
め
、
病
院
・
施
設
の
多

く
の
人
の
ご
助
力
に
感
謝
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
私
に
与
え
ら
れ

た
道
を
懸
命
に
歩
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
地
下
鉄
階
段
の
中
央
を
登
る
」

北
区　

稲
垣 

智
司

※まずは冨田病院地域連携室へお問合せ下さい。

冨田病院 地域連携室（ 直 通 TEL：075-491-3242　FAX：075-491-7307 ）

　褥瘡が治らないと、感染の
リスクも高まり、全身状態にも
影響します。また、毎日の処
置は看護や介護の大きな負担
になります。そんな地域の皆
様に役立ちたいと思い、冨田
病院では重度の褥瘡患者様の
受け入れを積極的に行ってい
ます。
　難治性褥瘡の治療には最適
な環境と、治癒を促す材料が
必要です。当院では褥瘡ケア・
褥瘡治療の技術に長けた専門
のチームが、最新の処置で、
治りにくい褥瘡を短期間で集
中的に管理します。

軟膏ガーゼで
なかなか治らない

皮膚が欠損していて
滲出液が出ている

創が大きくても
大丈夫

頂いた資料を確認し
病院からご連絡させて
いただきます

入院のご説明 ・手続き

入院後治療開始

治癒 ・改善

ご依頼元へ退院 ・転院

範囲が広く、毎日の処置が大変
何年も治らず、治癒のきっかけがない
ポケット形成しており、中々閉鎖しない

こんな状態の方は
ご相談ください

地域連携室に連絡い
ただき症例写真など
褥瘡の状態が分かる
資料を送付ください

　　　　　　褥瘡治療で困ってませんか？



京都博愛会病院 TEL:075-781-1131 〒603-8041 京都市北区上賀茂ケシ山1
http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/hakuai/

冨　田　病　院 TEL:075-491-3241 〒603-8132 京都市北区小山下内河原町56
http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/tomita/

訪 問 看 護
ステーション はくあい TEL:075-491-2711 〒603-8041 京都市北区上賀茂ケシ山1

http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/hakuai_nursing/

デイケアセンターとみた TEL:075-491-0700 〒603-8132 京都市北区小山下内河原町69
http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/tomita_care/

　令和最初の「岩倉幡枝楽生会医療講話」
は、9月 3 日、岩倉幡枝公民館で開催さ
れました。「うつについて」をテーマに、
当院精神科医長の荒木賢介医師が講演し
ました。

　講話の内容は、うつの症状や、そこか
ら派生する妄想や体に現れる症状、うつ
が発症しやすいイベント、治療について
等でした。
　うつによる自殺は、病状が良くなりだ
してエネルギーが回復し始めた頃に多く
なること。うつの人との接し方について
は、「共感」がポイントになること。うつ
の相談を受ける人にも負担が大きくかか
る為、相談できる人がいる方が良いこと。
もし身近な人がうつを発症した際の注意
しなければならないポイント等を分かり
やすく説明されました。
　人間関係が複雑になってきた現在、う
つは身近な病気になっています。特に就
労している人は、職場復帰を急いでしま
いがちですが、改善が見られた後も無理
をするとぶり返し、再発率も再発を繰り
返すたびに高くなるとのことです。
　本人も周りの人も、治療には時間がか
かる病気であることを認識する必要があ
ると感じました。

　（京都博愛会病院　相談室　野間泰年）

　令和元年 10月 24 日、冨田病院に隣接
する安楽荘にて第18回目となる医療講話
を開催いたしました。今回は、「介護とう
つの話～介護ストレスの軽減のために～」
と題し、昨年 4月より心療科を担当して
頂いております、柴田真美医師に講演し
て頂きました。

　最近では認知症の方の受診が増え、ご
家族も熱心に介護されている方が多くお
られます。介護者自身が悩みや悲しみを
抱えておられると思いますが、そういっ
たお話を聴く機会はそう多くありません。
要介護者は年々増加し、介護負担は仕方
がないでは済まなくなっています。介護
負担とは孤独感などの情緒的、腰痛など
の身体的、介護離職などの社会および経
済的活動が介護により被った被害のこと
です。また、昼夜逆転や徘徊などが重な
ると介護負担が増し、介護者がうつや不
安に陥り、在宅生活が中断されるなど双
方に悪い結果をもたらします。介護スト
レスに対処する 5つの方法を参考に自分
に合った方法でストレスを軽減しましょ
う。介護負担も、患者さんの症状を知る
大切な情報ですので、つらいと思ったら
遠慮なく相談してくださいとのことでし
た。
　参加者の中に実際に介護に直面してい
らっしゃる方がおられ、講話後も積極的
に意見を交換されていました。皆様の今
後のより良い生活に繋げられたのではな
いかと思います。

　（冨田病院　相談室　三木一美）

医療講話 ～うつについて～
医療講話　介護とうつの話

～介護ストレスの軽減のために～

京都博愛会病院 冨田病院
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